
「第２期久重のまちづくり計画」づくりが本格的に始動！ 

■第２回策定会議を実施しました！ 

 10月９日（土）、久重小学校の体育館にて第２回計画策定会議を開催しました。久重地

域からは32名、行政関係者からは11名、計画策定アドバイザーの畠中洋行さんを合わせ

ると総勢44名の方にお集まりいただきました！ 

■開会のご挨拶（久重地域連携協議会 林会長） 

 「７月に実施した住民アンケートでは、対象者の約1,000人中約300人から回答がありま

した。アンケートでは、連携協ニュース、イベントの満足度が高く、防災面では、災害時の

不安の声が上がっていました。生活環境では、飲料水問題、公共交通の移動手段に関す

る不満なども上がっておりました。今後の策定会議で議論を深めていきたいと思いま

す。」と林会長からご挨拶がありました。 

■地域から「久重のまちづくり計画No.①－１～５」の進捗のご報告がありました！ 

 「第２期久重のまちづくり計画」策定のために、平成29年度に策定された「久重のまち

づくり計画」の振り返りとして、実施した事業内容について、地域の詳しい方から報告を

行っていただきました！ 

■グループワーク「５年間を振り返ろう！」を行いました！ 

 グループワークでは、事業を「①継続したほうがいい」・「②検討・工夫が必要」・「③別

の取り組みを考えたほうがいい」・「④分からない」の４つの項目で各参加者の考えに当

てはまるものにシールを貼る作業をしてもらい、理由について付箋に書き出して自由に

意見を出し合いました！（シールの集計結果については見開きをご参照ください。） 

 振り返りを行う中で、5年前から変わらない課題や、新たに出てきた課題があることを

確認することができ、そのような課題に対して、地域で取り組んでみたらいいなと思う

アイデアが出るなど、出席者が楽しく交流しながら、地域の明るい将来に向けて話し合

いができた素敵な日となりました。 
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■ コミュニティ計画ってなんですか？ 

 「コミュニティ計画」とは、各地域ごとの、地域の魅力や課題など、地域の想いがまとめられた計画です。計画の策定・推進

の主体は地域内連携協議会が担っており、地域主導の中、地域と行政と

の協働により、地域の未来について考えています！ 

 

 

  

    

 
 

 

・地震対策 

・避難行動 

・備蓄 等 

・交通の便 

・情報発信 

・水源 等 

・自然の豊かさ 

・地域の交流    

 が多い 等 

・高齢者支援 

・生活保護 

・子育て 等 

生活 

魅力 

防災 

福祉 

 「自分たちの住む地域を

こんな地域にしたい」と

いった地域の様々な想いを

まとめたものが 

 「コミュニティ計画」        

です！ 

 

 

  
計画に基づき 

  「実行」！ 

 

 

 ＰＤＣＡサイクルに基づき、毎年、

計画の進捗状況を確認し、地域の想い

の実現に向けて取り組んでいます！ 

ＰＤＣＡサイクル 

 
地域の想いを 

「見える化」！ 

評価に基づき 

  「改善」！ 

実行した結果を 

  「評価」！ 

 

 

P 

Ｄ 

Ａ 

Ｃ 

 

＜一例＞ 

地域の夢と未来 

集約！ 
実行！ 

▼コミュニティ計画のイメージ図 
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グループワーク ～久重の５年間を振り返ろう！～ 

 

①継続しよう…シール貼付数ランキング 

②検討・工夫が必要、③別の取り組みを考えた方がいい…シール貼付数ランキング 

 ▼第１位～第３位について 

■策定会議で出た意見（一部抜粋） 

 ・災害時等の食料になる。（第１位） 

 ・人との交流になる。（第２位） 

 ・作成したレシピをもっと広めたい！（第３位） 

■コメント 

 「食」「夜空」に関する活動は、久重小学校の生徒及び
卒業生が「こうちこどもファンド事業」で取り組んでいます。
その活動を通して、「①継続しよう」にシールが多く貼られて
いたのかと思います。 

 ▼第22位～第24位について 

■策定会議で出た意見（一部抜粋） 

 ・地域で旅行を楽しめる。（第20位） 

■コメント 

 地域の活動が広く知られておらず、意見が出にくかった
ため、活動の周知方法を今後考えていく必要があると思わ
れます。 

 また、第24位は過去５年間で実施が出来なかったため、
今後の計画づくりで継続するかの検討をしていきたいと思い
ます。 

■策定会議で出た意見（一部抜粋） 

 ・行政との連携、各家庭の関係性の把握が 

 必要。聞き取りがまだの地域がある。（第１位） 

 ・場所がない、活動拠点が必要。（第２位） 

 ・コロナ禍の状況に合わせた訓練の変更。（第３位） 

■コメント 

 コロナ禍による生活様式の変化に合わせた活動の実
施に関する意見が多数あり、今後計画づくりに内容を反
映させていきたいと思います。 

 ▼第１位～第３位について 

 ▼第22位～第24位について 
■策定会議で出た意見（一部抜粋） 

 ・参加者が多く、地元の人が参加できない。開催日数 

 を増やしてほしい。（第１位） 

 ・学習の機会を設けてほしい。（第２位） 

 ・久重地域全体で取り組みたい。（第３位） 

■コメント 

 「食」「光」の魅力発見は、現在こどもファンドで取り組
んでいるため、地域全体で取り組んでいきたいという意見
が多数ありました！ 

  事業内容 貼付数 

第１位 
有用植物などの食材データ

作り 
31 

地域食材の調査・発掘 

（H29～30） 

第２位 

七草フェスタや山菜試食ツ

アー、環境学習会の開催

（Ｈ30～R3） 

七草フェスタや山菜試食ツ

アー、環境学習会の開催 
30 

第３位 

「久重再発見ガイド 食の

魅力編」の作成・配布 

（Ｈ３１～R3） 

レシピの掲載 29 

第２２位 

「久重再発見ガイド 安全

安心編」の作成・配布 

（H31～R3） 

久重再発見ガイド安全安

心編の作成・配布 
10 

第２３位 
まち歩きや各家庭への聞き

取り調査 
6 

防災・福祉情報の把握・整

理（H29～R3） 

第２４位 

公民館や空き家の活用、

学校や地元企業と連携し

た集いの場の創出 

（H29～R3） 

持ち寄りカフェやサロンの

実施 
4 

 シール貼付数 

ランキング！（第24位中） 

  事業内容 貼付数 

第１位 
防災・福祉情報の把握・整理

（H29～R3） 

まち歩きや各家庭への

聞き取り調査 
22 

第２位 

公民館や空き家の活用、学校

や地元企業と連携した集いの

場の創出（H29～R3） 

持ち寄りカフェやサロン

の実施 
16 

第３位 防災訓練の実施 15 
防災・福祉情報の把握・整理

（H29～R3） 

第２２位 
夜空の魅力を演出したイベン

トの実施（H29～R3） 

里山ナイトウォーキングや

星空・夜景スポットを活

かしたイベントの実施 

3 

第２３位 
有用植物などの食材

データ作り 
3 

地域食材の調査・発掘 

（H29～30） 

第２４位 
夜空の魅力を演出したイベン

トの実施（H29～R3） 
事前調査の実施 2 

 ▼第22位～第24位について 

  【グループワーク内容】 

 グループワークでは、平成29年度に策定された「久重のまちづくり計画 再発見プロジェクト

てもらい、シール貼りをしてもらいました！ 

 ★【①継続しよう ②検討・工夫が必要 ③別の取り組みを考えた方がいい ④分からない】★

  また、なぜその項目にシールを貼ったのかなどを付箋に書き出してもらい、話し合いを行いました！
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2021.10.９（土）  第２期久重のまちづくり計画 第２回策定会議より 

④分からない…シール貼付数ランキング 

■策定会議で出た意見（一部抜粋） 

 ・タイトルが分かりにくかった。（第１位） 

 ・知らない活動だった。（第２位） 

 ・事前調査を実施しているのか知らない（第３位） 

■コメント 

 「久重再発見ガイド 安心安全編」は、実際の活動
内容（逃げ道マップの作成）と、計画に記載している事業
名が異なっているため、分かりにくいといった意見が多数
あり、今後の計画では、事業名と実際の活動に合わせる
必要があるかと思われます！ 

 また、認知度が低い活動は、周知の方法を今後の策
定会議で考えていきます！ 

 ▼第１位～第３位について 

■コメント 

 「こどもファンド」に係る事業については、「④分からな
い」のシール貼付数が少なく、こどもが主体となったイベン
ト・活動は、認知度が高いことが分かります！ 

 ▼第22位～第24位について 

■「久重のまちづくり計画」の再発見プロジェクトって？                       

 地域と行政の協働に加え、「再発見」をテーマに、その魅力を見つめなおし、地域内外へのPRに取り組む

プロジェクトです。今回の策定会議では、久重再発見プロジェクトNo.①１～５までの振り返りを行いました！ 

 
久重再発見プロジェクト（久重のまちづくり計画から一部抜粋） 

  事業内容 貼付数 

第１位 

「久重再発見ガイド 安

全安心編」の作成・配布

（H31～R3） 

久重再発見ガイド安全

安心編の作成・配布 
14 

第２位 
アンケート等を用いた行

先の決定 
9 

もたもた旅行の実施 

（H29～R3） 

第３位 

夜空の魅力を演出した

イベントの実施 

（H29～R3） 

事前調査の実施 8 

第２２位 

七草フェスタや山菜試

食ツアー、環境学習会の

開催（Ｈ30～R3） 

七草フェスタや山菜試

食ツアー、環境学習会の

開催 

1 

第２３位 

「久重再発見ガイド 食

の魅力編」の作成・配布

（Ｈ３１～R3） 

食育や地場産品活用の

推進 
1 

第２４位 

「久重再発見ガイド 食

の魅力編」の作成・配布

（Ｈ３１～R3） 

食の魅力の地域内外へ

のPR 
1 

再発見プロジェクトNo.①―１～５」までの振り返りを行い、策定会議の参加者に、以下のとおりの４つの項目に分類し

④分からない】★  

また、なぜその項目にシールを貼ったのかなどを付箋に書き出してもらい、話し合いを行いました！ ▲林 照男さん 
（久重地域連携協議会 会長） 

▲ 携帯・スマートフォン 

 からこちらのＱＲコード 

 をご利用いただくと 

 「久重のまちづくり計 

 画」の冊子がご覧いた 

 だけます。 

▲「久重のまちづくり計画」 

 （Ｈ29年度～Ｒ3年度） 
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質問  ①趣味  ②将来久重がこんなまちになってほしい！ 計画策定の仲間を紹介します！ 

  竹﨑 万紗
か ず さ

 さん （ 愛宕中学校 ）           

  ①音楽を聴くこと 

  ②久重小学校の生徒が市内の他の生 

   徒とつながり、仲良くなれるまち 

武林 青海
う み

 さん （ 高知国際中学校 ） 

①読書 

②いつまでも久重の魅力があるまち 

 久重に住む子どもから大人まで 

 みんなで助けあえるまち 

   石村 紗也香 さん 

  （ 地域コミュニティ推進課 ） 

 ①旅行 

 ②久重のみなさんがいつまでも 

  笑顔いっぱいで楽しく暮らせる 

  まち 

コラム ～「関係人口」ってご存じですか？～ 

現
状
の
地
域
と
の
関
わ
り 

地域との関わりへの想い 

定住者 関係人口 

地域内外を行き来する人 

なんらかの関わりのある人 
勤務、居住、滞在等） 

地域内外にルーツがある人 
（近居、遠居） 関わりのない人たち 

交流人口 

≪「関係人口」について≫  

 「関係」とは、地域への情熱や想い、愛着を表しており、関
係人口とは、その地域に興味があり、かつ関与していきたい
という想いを持つ人たちのことです。 

 右図の関係人口を増やし、地域の担い手創出による地域
課題の解決や地域経済の活性化につなげていくことを目的
としています。 

≪関係人口創出のための地方自治体による取組事例≫ 

 〇協同保全活動「ふるさとプロボノ」 

  都市住民が農村漁村の暮らしを体験し、かつ本業で得た 

 スキルや知見を使って地域課題を解決するもの。 

 〇地域づくりサポート「こえび隊」 

  イベントのPRやイベント運営・手伝いを行う活動です。 

（弱） （強） 

（強） 

久
重
の
み
な
さ
ん
と
交
流
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！ 

あなたの意見が久重の未来をつくります！ 

「第２期久重のまちづくり計画」の策定会議には、久重に関わりのある方（久重にお住
まいの方・久重にお勤めの方・久重が好きな方 等々）ならどなたでも自由にご参加い
ただけます！ 

 また、策定会議に参加できない方でも、随時、下記の連絡先までご意見をお寄せく
ださい。久重の未来について一緒に考えましょう！ 

■「第２期久重のまちづくり計画」 

 主体：久重地域連携協議会 

 久重地域連携協議会の活動は 

 右のQRコードからご覧いただけます。 

 

■連絡先 

 高知市地域コミュニティ推進課（担当：巽・石村
たつみ・いしむら

） 

 TEL   ：088-823-9080 FAX :088-824-9794 

 E-mail ： kc-102000@city.kochi.lg.jp 

みんなぁ 

きてね～！ 
 ＜第３回策定会議のご案内＞ 

  内容（予定） ： 平成29年度策定の「久重のまちづくり計画No.①６～11」の振り返り 

  日   時 ： 11月13日（土） 18時～  

  場   所 ： 久重小学校 体育館 

▼関係人口について表した図 


